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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

共通テスト対策指導のご提案

第１問 問５

正解率 33.9％
SS65～70 57.8％
SS60～65 49.3％
SS55～60 40.9％
SS50～55 35.0％

第１問 Ｂ 問５生物基礎

与えられた情報と知識を関連づけて考察する問題で、各学力層で差がついた

2022年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「生物基礎」
受験者数： 104,789人
平均点： 22.1点
標準偏差： 8.6

【出典】 問題・集計結果データともに、202２年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

共通テスト対策指導のご提案

第1問Ｂ問５は、物質Xが細胞周期へ与える影響について、設問文や複数の実
験から得られる情報、および細胞分裂に関する知識を関連づけながら考察す
る問題でした。実験で用いた細胞は細胞周期の各時期に一様に分布してい
ることから、「細胞集団を観察したときにみられる各時期の細胞数は、細胞周
期における各時期の時間の長さに比例する」ということを読み取って考察する
必要があり、各学力層で正解率の差がみられました。

本問のように、共通テストでは、会話文や図・表など、複数の資料の情報を、基
礎的な知識を活用して読み取る力が求められます。これから２か月の指導とし
ては、演習問題を通じて教科書に掲載されている基礎的な知識を確実に定着
させるとともに、知識を踏まえて考察する必要のある問題を授業で扱うことが
有効と思われます。そして、覚える学習に終始していた生徒には、問題につい
て自分の考えを述べさせたり、記述させたりすることも有効だと考えます。知識
を活用することの重要性に気づいた生徒は、自ら学習を深めていくことができ
るようになります。まずは、会話文や図・表などに盛り込まれている情報が少な
い比較的単純な問題からはじめて、徐々に共通テストでの出題が予想される、
複数の資料を扱った問題や、複雑な考察が必要な問題へと、段階的に取り組
んでいく必要があると考えます。

結 果 分 析

指導の ご提案

第１問 Ｂ 問５生物基礎

与えられた情報と知識を関連づけて考察する問題で、各学力層で差がついた

実戦形式の類題演習の
ご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/221028/221028bb2.pdf
https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/221028/221028bb2.pdf

